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環境にウラン等重元素が放出された場合に環境微生物とそのように反応するかを調べて
います。代表的な原生動物であるゾウリムシの細胞表面は巨大なタンパク質で覆われて
います。このタンパク質とウランが結合しやすいことがわかりました。このタンパク質
は、簡単に水に溶けるため、生きたゾウリムシをウラン等の重元素水溶液に入れてもゾ
ウリムシ細胞にはウラン等はほとんど吸着しません。これまで細胞表面のタンパク質の
役割はわかっていませんでしたが、ゾウリムシの重元素に対する防御システムであるか
もしれません。


	スライド番号 1

